
 

 

 

 

  

 

社会教育指導員の仕事 

社会教育指導員という名前を耳にしたことはありますか？名前はもちろんどんな

仕事をしているのか知らない方が多いと思います。 

今日は、日頃の仕事について、ご紹介します。 

現在、生涯学習課に二人、人権同和課に一人の社会教育指導員がいて週３日～４日

程度勤務しています。 

生涯学習課では、窓口や電話での生涯学習に関する相談に対応したり、月１回発行

している「マナビィさく」で生涯学習に関する情報提供をしたりしています。 

【生涯学習に関する相談】 

例えば、佐久市にＩターンやＵターンしてきた方から、何か新しいことを始めた

い・以前学んでいたことを引き続きやりたい・住んでいる地域の公民館で活動したい

など、窓口へご相談に見えたり、お電話などでご相談いただいたりすることがありま

す。そのような場合、各公民館で活動している学習グループや、毎月発行の広報佐久

に掲載される各種講座・イベント・講演会の情報などを紹介しています。 

【情報提供】 

市役所や公民館、また、市の文化施設

などで開かれる講座、教室、講演会、ス

ポーツ大会などの情報を一覧で載せた

大判のポスター「マナビィさく」を毎月

作成し、各支所や市内施設２１か所に

掲示しています。 

202５.１月 

生涯学習課 社会教育指導員 伴野 洋子 

・本庁・市役所南棟・臼田支所・望月支所 

・各図書館（中央、サングリモ中込、臼田 

浅科、望月） 

・各公民館（中央、浅間、野沢、中込、東 

臼田、浅科、望月） 

・スポーツ施設（総合体育館、臼田総合運動公園

浅科多目的室内運動場 

望月総合体育館） 

マナビィさく掲示施設 



自宅でゆっくり見たいという方に、ミニ版「マナビィさく」も用意しています。 

ぜひご利用ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【人権同和課での仕事】 

 他市では教育委員会の業務とされているものが、佐久市では人権同和課の補助執

行として対応しています。 



具体的には、啓発事業として、保育園・幼稚園の保護者や先生、企業の皆さん、小

中学校の新任・転入教職員の方を対象にした人権に関する学習、また各地区公民館で

毎年人権講座を開催しています。さらに、地域の公民館や区から「人権教室」の依頼

があった場合には、佐久市人権同和教育推進員と協力しながら参加した皆さんと「人

権」を考える機会をもっています。コロナ禍の時は活動が制限されていましたが、最

近は様々なところからの人権教室の講師派遣依頼が増えてきました。 

また、解放子ども会の活動支援などを担当しています。平成１７年の新佐久市誕生

時には６地区にあった解放子ども会も現在は望月地区のみとなりましたが、いのち

を大切にする活動と共に、望月小学校・中学校の先生、更には地域の皆さんにもご協

力をいただき教科指導、野外学習、地域交流会などを行っています。 

（望月解放子ども会野外学習Ｒ6.8.7望月少年自然の家） 

 

人権問題は、女性、子ども、高齢者、障がいのある人、部落差別など 17の課題が

あると言われていて、長野県の義務教育現場では同和問題（部落差別）と外国人の人

権を重点課題としています。 



なお、人権同和課には、人権に関する被害を受けたと思われる方からの相談もあり、

プライバシーに配慮した対応をしています。 

皆さんも、人権に関することを学んでみたい、人権に関することの相談をしたい等

の要望がありましたら人権同和課（６２－３１３５）までお問い合わせください。 

 


